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平
成
二
十
九
年
・
亡
百
こ
示
像
三
神
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
二
れ
ば
、
初
代
神
武
天
皇
が
即
位
さ
れ
て

i
宗
像
と
い
う
地
は
大
和
朝
廷
と
連
携
：
よ
り
、
二
千
六
百
七
十
七
年
の
時
を
経

年
頭
挨
拶
[
の
も
と
呵
塵
息
雙
雙
:
荼
像
畠
悶
り
書
J
と

支
流
や
交
易
、
日
本
が
最
初
に
開
国
し
丁
と
な
る
。

こ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
一
こ
れ
を
一
番
待
た
れ
た
の
は
宗
像
大

丁
と
か
ら
神
勅
に
あ
る
歴
代
天
皇
を
助
け□
神
で
あ
ろ
う
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

{
u
r、
]
窃
[
:
る
と
い
う
意
味
は
、
日
本
と
海
外
と
の
i
地
元
の
人
々
を
は
じ
め
全
国
崇
敬
者
の

t
二
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
宗
像
の
役
一
喜
び
も
一
入
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
歴

ー
｛
f
一
割
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
海
外
と
一
史
的
場
面
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
私

ら
窓
口
は
、
そ
の
後
、
博
多
湾
、
大
宰
府
丁
た
ち
は
、
先
人
た
ち
の
想
い
を
心
に
深

宗
像
大
社
；
政
庁
へ
と
変
遷
す
る
が
、
天
照
大
神
か
ら
口
く
刻
み
な
が
ら
、
や
れ
る
こ
と
は
全
て

宮
司
葦
津
敬
之
二
の
神
勅
は
今
も
宗
像
大
社
の
最
も
大
切
：
や
り
尽
く
し
、
お
迎
え
の
た
め
の
万
全

こ
盆
恒
神
的
支
柱
と
さ
れ
、
沖
津
宮
、
中
一
な
準
備
に
取
り
掛
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
宗
像
三
神
は
こ
津
宮
、
辺
津
宮
に
は
そ
れ
ぞ
れ
神
勅
の
[
な
い

o

天
照
大
神
の
神
勅
（
命
令
）
に
よ
り
、
歴
二
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
、
現
代
の
人
々
に
も
そ
一
今
年
は
順
調
に
い
け
ば
夏
に
は
世
界

代
天
皇
が
祀
る
と
い
う
約
束
の
も
と
‘
]
の
こ
と
は
確
り
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
一
文
化
遺
産
、
秋
に
は
天
皇
皇
后
両
陛
下

歴
代
天
皇
を
助
け
る
た
め
宗
像
の
地
に
一
こ
の
神
勅
を
誇
り
と
し
て
き
た
宗
像

□の
行
幸
啓
と
慶
事
が
続
く
が
、
こ
の
歴

降
臨
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
に
お
い
て
、
本
年
十
月
二
十
八
、
二
十
九
「
史
的
な
行
事
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
深
く

記
述
を
裏
付
け
る
も
の
が
、
沖
津
宮
が
二
目
に
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
行
事
二
感
謝
し
つ
つ
も
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
惜
し

鎮
座
す
る
沖
ノ
島
か
ら
出
土
し
た
八
万
二
第
三
十
七
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
□
む
こ
と
な
く
、
振
り
返
っ
た
際
、
多
く
の

点
に
お
よ
ぶ
国
宝
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
丁
大
会
」
の
開
催
が
決
定
し
た
。
ニ
ク
々
と
よ
い
年
だ
っ
た
と
い
え
る
一
年
と

歴
代
天
皇
の
命
に
よ
り
大
和
朝
廷
か
ら
二
大
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
が
実
現
す
：
し
た
い
。

宗

/ 

百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

宗宗
巫 権補権宮名像 責代像

ケケ It It Itケ It It 11 ケ It 11 ケ It It 11 11 It It 11 /1ヶ禰I/ 宮 誉大 It It ItケI/ケ It 11 11 It It 11 /i任表大
女 宜宜司司宮社 役役社

司職 員員資
員任

堕福陣石篠佐古岡石黒船日鈴吉宗松吉壼大御神中佐長杉渡葦葦太 倉寺河安清伊谷多石出麻長松出蓋役
戸氷内井原野野田井神越高木武像林田岐塚床島原々友山退津津田 元島辺部水東 田原光生尾尾光津員

あ瀬華ぁ 木 信 会
麻 ゆ里愛代ゆ直裕庸祥誠崇久貴宗直裕大貞安秀幹敬可 亮俊照正一正昭 亜新昭敬
美愛楓遥み菜美子み豊介介裕礼史拓賀寿延之亘生治治彦丸之之愛 兒基紘生敏郎明重進豊泰夫吾介之

......................................................................................................................................................................................................................................................... 

宗 宗匹
非 嘱夜非調 管事学 副会像 監 副会像監藷

II It i I/ I1 ケ託： [I/ It : I/ II I/ II I/:  I/ It : :I/  II I/ II II II II 食長］ I/ It /t事 II I1 ケ食長i I/事；
師理 中子

大花 中河井砂岩阿員吉竹永豊崎力倉吉吉花吉石福正熊花河松藤 遠豊沖両八花安瀧山沖松瀧置会福安蓋
西田 野窪上場佐部 武本嶋福間丸本田田田武津嶋野本田辺元田 藤福西宮尋田部口本西井口鮎 田永津
み奈 あ美 真崎 奉 玄

晶ど 津善ー保和 玲づ康弘津哲雅純律典貴未柚智杏愛直 茂一敏笠隆和 和敏善幸二
子り 修子行明雄代 子さ子子男也勇国弘子子秀子希香里莉美美 春敏明会道樹賢彦清明徳男郎

平成29年元旦 明けましておめでとうございます。~,~

伸治幹
孝允之

な
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こ
ほ
、
国
や
関
係
市
と
し
っ
か
り
連
携
し
こ
像
・
沖
ノ
島
大
国
宝
展
」
を
開
催
い
二
り
素
晴
ら
し
い
遺
産
群
の
価
値
を
世

：
な
が
ら
臨
み
、
本
遺
産
群
の
世
界
遺
：
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
貴
重
な
奉
献
]
芥
中
の
人
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

〗
産
と
し
て
の
価
値
や
保
全
状
況
に
つ
：
品
の
数
々
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
べ
く
、
全
力

□ぃ
て
、
調
査
員
に
ご
理
解
い
た
だ
け
た
こ
遥
か
古
代
に
海
を
越
え
て
祈
り
を
捧
二

c

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

：
と
思
っ
て
い
ま
す
。
二
け
た
人
々
の
息
吹
を
肌
で
感
じ
ま
し
一
今
後
と
も
、
「
『
神
宿
る
島
』
宗
像
・

9

本
年
七
月
に
開
催
さ
れ
る
世
界
遺
：
に
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
改
め
て
「
海
の
口
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺

麗
委
員
会
に
お
い
て
、
世
界
文
化
遺
二
止
倉
院
」
と
称
さ
れ
る
沖
ノ
島
に
つ
い
〗
産
登
録
活
動
に
一
層
の
ご
協
力
を
賜

〗
産
登
録
の
可
否
が
決
定
し
ま
す
。
竺
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
も
の
：
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

：
よ
い
よ
、
世
界
遺
産
登
録
も
目
前
に
丁
と
思
い
ま
す
。
一
本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
希
望
あ

洋
こ
坦
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
ま
た
、
本
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
：
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま

一
登
録
に
向
け
て
は
、
地
元
に
お
け
こ
け
て
は
、
九
州
国
立
博
物
館
に
お
い
二9
よ
う
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
：
る
機
運
の
盛
り
上
が
り
が
重
要
で
す
。
二
J
、
特
別
展
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
大
一

ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
一
宗
像
大
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
二
和
朝
廷
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。l

健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
こ
ヰ
九
月
か
ら
十
一
月
末
に
か
け
て
、
一
世
界
遺
産
登
録
実
現
に
向
け
て
、

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
宗
像
大
旦
神
宝
館
に
お
い
て
、
沖
ノ
島
か
ら
出
主
宗
像
大
社
お
よ
び
地
域
の
皆
さ
ま
「
―

お
よ
び
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
：
し
た
奉
献
品
を
一
斉
に
公
開
す
る
「
宗
：
と
の
よ
り
一
層
の
連
携
を
図
り
、
こ
f
"

か
ら
「
『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
一
·
―
·
·

と
関
連
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
一

活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
一

賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一

「
『
神
宿
る
島
』
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
一

連
遺
産
群
」
は
、
昨
年
一
月
に
日
本
政
一

府
か
ら
ユ
ネ
ス
コ
ヘ
の
世
界
遺
産
の
推
[

薦
決
定
を
受
け
、
九
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
[

の
諮
問
機
関
で
あ
る
イ
コ
モ
ス
（
国
際
一

記
念
物
遺
跡
会
議
）
に
よ
る
現
地
調
一

査
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
地
調
査
で
[

福
岡
県
知
事ヽーlJ

"
ハ

年
頭
挨
拶

.... 
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宗ス産定群る 厚格遺二た謹やま
像し群しー島さく別産神‘んかすあ
市iしがまのーておの群宿日でに°け
、記ユす世宗、礼-,.ヽーる頃お新皆ま
福載ネ。界像今申籍の島よ喜年様し
津さス平遺、・年し解世二りびをにて

嘉：塁塁言り且責と、塁篇宗申ぉおお
闘忍、塁土 99 古亨贋雷り［ ] ] [ [ 
マ福産年可関よ。を録島並まこしう
県岡暫に否連二 賜活とびすとてご
民県定本が遺神 り動関に゜とはざ 博
、、リ遺決産宿 、に連、ま、健い 美

.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

否今る書ユがれ界補成活設連等経
が年現をオ、決‘文が二動置遺で済
決の地提ス定九化競十をし産構団
定夏調出乱し甕遺合七実‘群成体
し：査し、界ま日産す年施世ーす、

］しより：九遺上｛：胃畠盲と塁悶：斎
。しよ、g汀患：正推‘二参産遺腐薮
そわ ン昨式薦本＋り登産．育
のれ］夕年に候遺八ま録推沖団
登‘モ l 一国補産日しへ進ノ体
録そスヘ月内に群、た向会島、
のしに推末推選が四°け議と行

-')堅享堰置己翠了ー：：亨菖· 可てよ薦に薦ば世候平たを関政
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ぃ＝すのいて本 願ごしとおまなそて り後貴がす人世り
＜蒼る中て多遺宗い協上がかす形しは本ま世重登る類界と登
よが沖心お大産像い力げでげ°でて‘遺せ r な録もが遺い録
う子津でりな群大た-,..‘、まきで皆応多皆産ん紅歴さの共産うが
に々宮あまるの社し←すたこ様援く様群゜承史れで有はわ決
保孫、りすご世にま支とここのしののの し遺るあす‘けま
全々中‘゜尽界ぉす援ととまごて企ご登 て産とりる国でっ

虚吾琴安 9 を 9 宜。空ど、：忍贋晨胃贋冒 ぶ貪＼） ］；虞旦忍
に継辺社本て録し す引くりごい々ご動 な全こ゜遺族りそ
取が津を遺いiして よきお着支てに支に け保と本産をまれ
りれ宮構産た向は う続礼＜援お様援ぁ 札護＇さ遺をこせで
組ての成群だけ、 おき申このり々、房 芸し、ぁ雷昌亨ん喜

............................................................................................ 

げもよがとなに たん
まどりよとりと末しで
-._.すうおりもまっ筆まい
゜ぞ祈良にす I なすた
よりい上；こりが゜だ
ろ申年白とーら き

と［ ；筐畠開よ 亭
おげり羞念ご年 よ
願ままてい繁が う
いすすもた栄宗 ぉ
申゜よ、しの像 願
し本う本ま年大 ぃ
上年心年すと社 い

宗
像
市
長

谷
井

年
頭
挨
拶
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を朴1 動たいた本宗平
持で当がなよ°殿像成十
？唯社始神いこに大ニー

は動札よのて社十月
と一、すの新祭厳神九ニ
が面古る頒年典粛符年十
許郡代゜布に力‘に頒に八
さ一九 活向磨蒼布向日

I~虐g馨悶玉新、れがのる
....................................................... 

ピ；i:三：一戸三::::L：口遍：：［日：
閾璽 99 閾員t~日房立詈墨豆］門合胃畠胄日塁覧｀＇
典臀贔九計ヽ が長子代童七胃芯神忍謡閲ヵ、箋堂靡畠
新纏い古議ヽ 授と会表g ＋氏る符にの氏蒻けしに・
年め・式員清 け宗置しれ名子゜を宗崇子年ててお福
ー．人祭会明 ら像鮎宗、参総 頒像敬又、き非よ津
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

--- • に符区氏達本社年定米月
小 山永さ・に子式清功‘が奉十
森 本年れ人頒評も‘労福協告：：：：

勤 た形布議行小者岡議祭百

吾鷹吾清塁 ゜拿〗晨［喜塁悶［撃醤
木様木様彰 に宗方だ策を社た奉行
台台 大像々閉両受庁゜幣さ
地地 社大は会名けよま使れ
区区 を社各後のたりたのる
ーー 後神地、伝山神本選献
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社

十
一
月
二
十
六
日
、
長
野
こ
者
よ
り
当
大
社
巫
女
に
り
ん

県
松
本
市
の
J

A

全
農
長
一
ご
が
手
渡
さ
れ
神
前
に
無
事

野
、
松
本
農
業
開
発
セ
ン
ニ
奉
納
さ
れ
た
。

タ
ー
、
松
本
観
光
コ
ン
ベ
ン
一
式
典
後
、
七
五
三
詣
や
神

シ
ョ
ン
協
会
等
信
州
り
ん
ご
こ
宝
館
で
開
催
中
の
特
別
展

に
携
わ
る
諸
団
体
よ
り
、
本
二
沖
ノ
島
・
大
国
宝
展
」
拝
観

年
も
り
ん
ご
約
五
百
個
が
奉
こ
者
で
賑
わ
う
中
、
た
っ
ぷ
り
蜜

納
さ
れ
、
式
典
後
に
は
一
般
：
が
入
り
、
旬
を
迎
え
た
「
サ
ン

の
参
拝
者
に
も
振
舞
わ
れ
た
。
一
ふ
じ
」
が
、
長
野
県
松
本
市
の

こ
の
奉
納
は
「
山
の
ま
ち
」
[
眠
光
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
と
と
も
に

松
本
と
「
海
の
ま
ち
」
宗
像
で
二
配
布
さ
れ
る
と
長
蛇
の
列
が

交
流
を
深
め
よ
う
と
平
成
二

c

き
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。

二
十
四
年
よ
り
始
ま
り
今

年
で
四
年
目
と
な
る
。

本
殿
で
行
わ
れ
た
奉
納

式
に
は
、
宗
像
市
の
谷
井
市

長
ら
宗
像
市
関
係
者
を
は

じ
め
多
く
の
参
拝
者
が
見

守
る
中
、
松
本
市
の
坪
田
副

市
長
以
下
、
全
農
長
野
、
松

本
商
工
会
議
所
、
松
本
市

関
係
者
ら
約
三
十
名
が
参

列
。
お
祓
い
の
後
、
各
代
表

信
州
り
ん
ご
奉
納
式

「
サ
ン
ふ
じ
」
約5
0
0

個
が
奉
納
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第
三
十
八
回
世
界
連
邦
平
和
促
進

全
国
宗
教
者
・
信
仰
者
福
岡
大
会
を
開
催

-
`
げ
い
昇
：

十
一
月
二
十
六
日
、
宗
像
一
囲
碁
大
会
は
十
九
組

本
因
坊
戦
（
五
・
六
段
者
）
、
宗
[
-
―
四
名
が
参
加
し
初
段
ー

像
大
社
奉
納
囲
碁
大
会
（
初
こ
且
段
を
六
人
一
組
に
別
け
、

段
上
五
段
）
が
宗
像
・
福
津
両
：
各
組
ご
と
に
優
勝
者
を
決
定

市
内
か
ら
一
三
六
名
が
参
集
了
し
た
。
宗
像
本
因
坊
戦
は
、

し
、
斎
館
・
清
明
殿
で
開
催
：
そ
の
年
の
実
カ
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

さ
れ
た
。
：
を
決
め
る
大
会
で
、
五
、
六
段

｀
高
段
者
十
二
名
に
よ
る

丁
r
l
ナ
メ
ン
ト
形
式
で
行
う
。

｀
戦
の
末
、
石
田
徳
房
氏
（
六

云
ば
）
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

0
成
績
は
次
の
通
り

宗
像
本
因
坊

石
田
徳
房
（
宗
像
市
）

準
優
勝

守
田

三
位村

社

日
二
催
、
ま
た
平
和
使
節
団
を
世
二
囲
ま
れ
た
日
本
が
世
界
の
：
の
人
を
守
る
こ
と
に
な
る
こ

曜日
』
介
各
国
に
派
遣
し
て
海
外
宗
[
国
々
と
海
を
通
じ
て
ど
の
よ
丁
と
を
自
覚
し
ヽ
共
に
生
き
て

日
一1
一
教
者
と
の
宗
教
協
力
を
進
め
、
一
う
に
平
和
な
世
界
を
築
い
て
：
い
く
こ
と
を
誓
い
合
お
う
」
と

月
·

1
}

十
一
月
二
十
五
日
、
「
海
の
:
3
た
ら
し
た
人
類
破
滅
の
警
」
共
同
の
祈
り
と
対
話
を
通
し
：
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
□
い
う
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
宣

年
―

, 
2
i
道
か
ら
導
か
れ
た
世
界
平
和
こ
古
を
宗
教
者
の
責
務
と
し
て
こ
た
活
動
を
続
け
て
い
る
。
i
こ
の
海
を
守
る
こ
と
が
多
く
ニ
―
―
―
口
が
採
択
さ
れ
た
。

成
i
乎
へ
の
智
慧
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
：
全
人
類
に
い
か
に
告
知
す
る
i
当
日
は
約
二

0
0
名
の
宗

三
十
八
回
世
界
連
邦
平
和
促
：
か
」
の
命
題
の
も
と
、
昭
和
]
奴
者
が
参
加
。
午
前
十
時
か

一
進
全
国
宗
教
者
・
信
仰
者
阿
四
十
二
年
五
月
に
神
道
・
仏
：
ら
当
社
祈
願
殿
で
「
平
和
の

一
岡
大
会
が
宗
像
の
地
で
開
催
[
空
教
派
神
道
．
キ
リ
ス
ト
二
釘
り
．
世
界
平
和
祈
願
祭
」

一
さ
れ
た
0

I
教
・
新
宗
教
の
代
表
的
宗
教
こ
か
斎
行
さ
れ
、
各
宗
教
代
表

象
＿
世
界
連
邦
日
本
宗
教
委
員
一
者
が
新
し
い
世
界
秩
序
と
し
こ
者
が
玉
串
を
捧
げ
た
。
こ
の

A

会
は
、
「
我
が
国
が
唯
一
の
原
二
J
の
世
界
連
邦
の
実
現
を
目
：
あ
と
本
殿
参
拝
、
神
宝
館
を

T
 

K
A
1
一
爆
被
爆
国
で
あ
り
、
原
爆
が
―
指
し
、
超
宗
派
の
宗
教
協
力
」
拝
観
。
会
場
を
玄
海
ロ
イ
ヤ

u

組
織
と
し
て
創
立
さ
れ
、
：
ル
ホ
テ
ル
に
移
し
開
会
式
が

z
 

M

＿
濃
平
和
促
進
全
国
宗
教
者
：
あ
り
、
大
会
長
で
あ
る
蓋
津

宗
[
g
-

大
会
を
全
国
各
地
で
開
二
呂
司
、
田
中
恒
清
実
行
委
員

長
（
神
社
本
庁
総
長
）
が

挨
拶
、
宍
野
史
生
日
本

宗
教
連
盟
幹
事
（
扶
桑
教

管
長
）
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
葦
津
宮
司
が

「
宗
像
と
海
の
歴
史
」
、
カ

ャ
ッ
ク
冒
険
家
の
八
幡
暁

が
「
弱
さ
か
ら
見
え
た
も

の
」
と
題
し
て
講
演
し

た
。閉

会
式
で
は
、
「
海
に

第38回世界迂邦平柏促遺全国宗粒名 •IJf(JI召福岡大会

大会テーマ『紺の必から心かれたP界T祁への鱈U 』

睦
明
（
宗
像
市
）

好
男
（
福
津
市
）
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津連よ同両

塁門り、塁塁[ S 大
殿奉新婦賛月三
拝繋胃靡会子宮注
殿g閂腐旦口の連
ぃ □ 『;; ;縄

- ----"  -一| •三玉……………五冨五で奉
沖中両宮奉賛会・翼賛会 十概i当え＝ ノ‘

土〖：日i~i息:: : ] : [ [ ; : ]>;< [9[: : 
因竺：西極云 9 盈、喜よ乞覧誓］密約剪位喜妙： ;: 91士
につが、日製ぁと約｛主き成わたな らを竺開仕 美—
辺だ入奉もしるか二連っとせもる色で行一始者 し一
津 ら仕沈終。結十縄くな大の藁ではっ手、は く賓
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

すに も五方翼じ小は 香れ嶽に掛宮
。心御の十を賛く注‘まり‘神中け拝
よ奉注 cm tー会沖連沖たが境社津替殿
り仕連のよ．中縄聾‘漂内の宮え‘
御頂縄もり同両奉昌土；且掛本‘筐

見［ ;<[ ：塁塁畠日゜眉甘殿［賓
上た頂、 賛仕宮＋ し又拝月第
しぃ約＝人会が各四 ぃが殿一三

げ皆ナこ百面部・ 、所日 藁行、十宮
ま様。本 S の同同のに のわ御日の

「
宗
像
・
沖
ノ
島
大
国
宝
展
」
閉
幕

s

県
内
外
よ
り
約
四
万
人
が
来
館

s

九
月
十
七
日
よ
り
当
社
神

□
わ
れ
る
様
々
な
分
野
の
方
々

宝
館
に
て
開
催
し
て
い
た
、
：
も
大
勢
来
ら
れ
、
沖
ノ
島
へ
の

特
別
展
「
宗
像
・
沖
ノ
島
大
｛
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
感
じ

国
宝
展
」
が
十
一
月
二
十
八
：
さ
せ
ら
れ
た
。

日
に
閉
幕
し
た
。
一
こ
の
特
別
展
で
国
家
祭
祀

こ
の
特
別
展
は
約
八
万
展
二
の
意
義
や
国
宝
の
神
宝
が
も

の
国
宝
の
中
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
ニ
ノ
美
と
趣
に
せ
ま
り
、
古
代

た
一
万
六
千
三

0
0

点
を
一
二
り
人
々
の
敬
虔
な
祈
り
の
一

同
に
展
示
。
初
公
開
を
含
め
、
」
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

沖
ノ
島
の
国
家
祭
祀
を
象
徴
二
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

す
る
銅
鏡
や
奈
良
三
彩
、
金

銅
製
雲
珠
な
ど
を
一
挙
に
展

示
し
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
規

模
と
な
っ
た
。

期
間
中
に
は
学
識
者
と
い

直
：

4
塁

ー
l
"
"
.
I
h
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造
営
日
記
⑲

S

拝
殿
前
敷
石
整
備
工
事

S

時
満
ち
て
道
ひ
ら
く

拝
殿
前
敷
石
の
拡
幅
工
事
を
行
な
っ
た
。
以
前
の
敷
石
は
経
年
に
よ
る

劣
化
が
著
し
く
、
窪
み
等
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、
今
回
整
備
工
事
の
運
び

と
な
っ
た
。
工
事
は
、
近
年
の
参
拝
者
数
増
加
に
対
応
す
べ
く
拡
幅
し
て

整
備
さ
れ
た
。
十
二
月
六
日
に
着
工
、
天
候
の
影
響
を
受
け
年
末
の
完
工

と
は
な
っ
た
が
、
整
備
さ
れ
た
敷
石
の
も
と
新
年
は
清
清
し
い
気
持
ち
で

お
参
り
を
し
て
戴
き
た
い
。

九
州
国
立
博
物
館
•
特
別
展
の
ご
案
内

本年も下記日程で節分祭を

斎行致しますので、皆様振るって

ご参列下さい。
...................................... 

豆まき宗像観光協会主催

2月 3 日（金）
◆節分祭 午前 11 時～言る

於＝本殿

◆豆打ち式 午前11 時30分～

於＝斎館前特設舞台
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社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

俳
句品

一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

畜
葉
せ
る
木
の
間
を
縫
ひ
て
高
窓
に
夕
日
の
余
り
か
真
赤
き
光
り

~
l
景
が
見
え
て
く
る
よ
う
な
鮮
や
か
さ
。
四
句
を
〈
夕
陽
の
名
残

二
の
〉
と
し
て
は
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

流
れ
雲
形
変
へ
つ
つ
河
川
敷
に
出
合
ひ
も
あ
り
て
コ
ス
モ
ス
映
ゆ
る
：
ト
ン
ト
ン
と
金
槌
の
音
響
か
せ
て
夫
は
温
室
組
み
立
て
は
じ
む

一
雲
に
作
者
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
。
言
葉
を
整
理
し
〈
か
た
ち
二
穏
や
か
で
良
い
歌
だ
が
、
や
や
平
板
な
印
象
な
の
で
上
の
句

一
変
へ
出
会
ひ
離
れ
る
な
が
れ
雲
河
川
敷
に
は
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
て
〉
。
二
と
下
句
を
入
れ
替
え
て
再
考
し
て
は
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
一
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

手
の
平
に
受
け
ん
と
す
れ
ど
逸
れ
た
り
し
風
花
幾
つ
土
に
戻
り
ぬ
五
球
根
の
命
ふ
た
た
び
燃
え
あ
が
り
こ
と
し
の
ネ
リ
ネ
く
れ
な
ゐ
濃
ゆ
し

一
晴
天
な
の
に
舞
う
小
雪
、
季
節
感
の
あ
る
歌
。
結
旬
〈
土
に
溶
ロ
ニ
句
は
言
葉
が
強
い
の
で
〈
球
根
が
力
ふ
た
た
び
取
り
戻
し
〉

一
け
た
り
〉
で
は
い
か
が
。
二
と
抑
え
る
と
ネ
リ
ネ
の
紅
が
映
え
る
。

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉
一
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

実
の
多
き
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
枝
残
し
冬
に
飛
び
来
る
野
鳥
待
ち
お
り
玉
只
金
の
つ
わ
ぶ
き
の
花
廃
院
の
庭
に
輝
き
見
る
人
も
な
し

一
野
鳥
好
き
の
作
者
。
三
句
以
下
を
〈
枝
残
す
庭
に
飛
び
く
る
野
一
っ
わ
ぶ
き
の
花
の
印
象
的
な
歌
。
下
の
句
の
語
順
を
〈
見
る
人

一
鳥
を
待
ち
て
〉
と
三
句
切
れ
に
し
て
は
。
二
の
無
き
廃
院
の
庭
に
輝
く
〉
と
。

宗
像
市
多
か
渭
早
川
祥
三
一
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

千
歳
飴
振
回
し
て
る
七
五
三
芳
香
振
撒
く
菊
花
の
日
和
[
二
っ
じ
田
の
短
き
垂
穂
そ
よ
が
せ
て
祭
り
の
太
鼓
更
に
早
ま
る

一
情
景
が
面
白
い
。
〈
菊
の
香
の
高
き
斎
庭
に
千
歳
飴
振
り
回
し
]
疇
晩
秋
の
祭
の
日
か
。
観
察
力
の
鋭
い
作
者
だ
ろ
う
、
ひ
つ
じ
田

l
て
る
七
五
三
の
児
〉
と
語
順
を
変
え
て
。
口
の
穂
の
描
写
が
良
い
。

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
[

あ
あ
う
れ
し
い
何
が
そ
ん
な
に
友
よ
り
の
讃
岐
の
初
の
「
あ
わ
せ
」
の
小
箱
[
^
選
者
詠

―
友
の
贈
り
物
の
嬉
し
さ
。
〈
あ
あ
嬉
し
讃
岐
の
友
か
ら
初
め
て
〗
櫛
型
の
骨
が
き
れ
い
に
残
り
を
り
夫
の
食
べ
た
る
太
刀
魚
の
皿

[
の
「
あ
わ
せ
」
の
小
箱
送
ら
れ
て
き
て
〉
。
言
い
ろ
淡
く
花
の
絵
を
描
く
喪
中
は
が
き
日
々
に
と
ど
け
り
秋
ふ
か
ま
り
て

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

神
苑
に
人
あ
ふ
れ
を
り
菊
花
展
と
国
宝
展
に
賑
は
ふ
日
々
よ
i

い
つ
も
は
静
か
な
神
苑
に
人
出
が
多
い
の
を
喜
ぶ
作
者
。
結
[

句
を
〈
日
々
賑
は
ひ
て
〉
と
し
て
は
。
~

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範
[

い
ま
は
亡
き
三
笠
宮
に
お
供
し
て
海
で
楔
ぎ
沖
ノ
島
ゆ
く
i

思
い
出
を
大
切
に
し
て
い
た
作
者
だ
ろ
う
。
下
の
句
〈
海
で
楔
一

て
沖
ノ
島
ゆ
き
き
〉
と
過
去
形
に
。

宗
像
市
多
禰
早
川

新
米
の
夢
や
光
の
封
を
切
る

祥

あ
け
ま
し

て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
▼
さ
て
平
成

ひ
の
と
と
り

二
十
九
年
は
「
丁
酉
」
の
年
で
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
各
地
で
自
然
災

害
が
起
こ
り
、
世
界
の
情
勢
に
目

を
向
け
れ
ば
テ
ロ
な
ど
の
事
件
も

起
こ
り
、
暗
い
話
題
の
多
い
一
年
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
▼
鶏
は
神

話
の
な
か
で
夜
明
け
を
告
げ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
皇
紀
二
六
七
七

年
が
「
夜
明
け
の
年
」
と
な
る
こ
と

を
祈
念
致
し
て
お
り
ま
す
▼
今
年

も
社
報
「
宗
像
」
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―

-
I
三
五
0
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1 日元旦祭
午前9時～総社祭引き続き高宮地主祭
高宮祭、第二宮・第三宮祭、末社祭

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

3日元始祭 午前9時～
午前 10時～ 宗像護国神社新年祭

.......................................... 

恵比須祭 午前10時～
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

献米奉告祭午前11 時～
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

月次祭i＃成人祭
午前 10時～高宮祭、第二宮・第三宮祭
午前 11 時～総社祭・成人祭
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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